


第63期 当社をとりまく環境の変化 
 
当連結会計年度におけるわが国経済は、好調な新興国経済に支えられ、輸出主導で回復傾向にあったものの、夏以降の急激な円高の進行や高失業率などの影響で足
踏み状態が続きました。また、世界経済は、全体として回復してきているものの、その回復は緩やかなものでありました。 
このような状況の中、上半期好調であったストレージデバイス事業の市況の悪化、為替環境の悪化、コンシューマオーディオ事業の不振などで、当連結会計年度の
連結売上高は36,867百万円（前期比9.5％減）となり、新中期事業計画の初年度計画は未達となりましたが、前期との比較では減収ながらも営業利益は1,003百万円
（前期比80.8％増）、経常利益は348百万円（前期比1,004.9％増）と大幅な増益となりました。しかしながら、次期のストレージデバイス事業の事業環境の悪化が
予想される中、次期に向けての対応として、希望退職を始めとする事業再構築の実施に伴う特別損失を計上したことなどにより、当期純損失は1,303百万円（前期当
期純利益64百万円）となりました。  



第63期 コンシューマオーディオ事業の状況 
 
コンシューマオーディオ事業の売上高は5,039百万円（前期比27.1％減）となり、営業損失446百万円（前期営業損失267百万円）となりました。高級ＡＶ機器分野
（ＥＳＯＴＥＲＩＣブランド）は、日本市場においてはＰＣオーディオとの親和性を持たせたＳＡＣＤプレーヤーのフラグシップ機のフルモデルチェンジが好評価
を受け、第３・第４四半期は営業黒字でしたが、第２四半期までの米国など海外市場での低迷が響き、通期では営業損失となりました。一般ＡＶ機器分野（ＴＥＡ
Ｃブランド）では、最大市場である米国における販売が伸びませんでした。欧州は不採算商品カテゴリーの撤退により採算は回復傾向にありますが、撤退における
一時的損失の発生がありました。国内は第４四半期に入り販売が回復しておりますが、コンシューマオーディオ事業全体としては前期と比較して売上高が減少し、
営業損失が拡大しました。  



第63期 プロフェッショナルオーディオ事業の状況 
 
プロフェッショナルオーディオ事業の売上高は8,094百万円（前期比6.6％増）となり、営業利益は678百万円（前期比6.4％増）となりました。音楽制作オーディオ
機器（ＴＡＳＣＡＭブランド）は、新製品の投入もあり、個人向け音楽制作用録音機器の販売が米国を中心に好調であること、設備市場向け業務用音響機器の販売
も前期と比較して需要が回復したこと、また、放送局向け大型受注の出荷が12月より開始されたことにより、前期と比較して増収増益となりました。 



第63期 インフォメーションシステム事業の状況 
 
インフォメーションシステム事業の売上高は4,802百万円（前期比2.3％増）となり、営業利益は39百万円（前期営業損失542百万円）となりました。航空機搭載用
記録再生機器の販売及び医用画像記録機器は第４四半期も販売が伸張し、前期を大きく上回る結果となりました。トランスデューサー分野ではＬＥＤ用サファイア
結晶製造ライン向けロードセルがＬＥＤ市場の拡大に伴い伸張したこと、また、３月には車載用リチウムイオン電池製造ライン向けロードセルの大型案件の出荷が
始まり、前期を上回る結果となりました。ＩＴ業界の不況もあり通話録音機器、ディスクパブリッシング事業での販売は不振でしたが、ディスクパブリッシング事
業については組織改造を実施し、採算性は改善しました。ソリューション事業は介護支援個別ケアシステム（コメットケア）の新製品の開発遅れにより、前期と比
較して減収減益となりました。インフォメーションシステム事業全体では前期と比較して増収増益となりました。 



第63期 ストレージデバイス事業の状況 
 
ストレージデバイス事業の売上高は16,808百万円（前期比16.5％減）となり、営業利益は537百万円（前期比23.7％減）となりました。ＤＶＤ－Ｒ／ＲＷ／ＲＡＭ
ドライブは、前期下半期から続いた市場需要増により、第２四半期までは好調な販売でしたが、第３四半期以降には、市場における在庫過多に端を発した価格急落
の影響を受けたことにより減収となりました。ＤＶＤ－ＲＯＭドライブは、従来のスリムモデル（12.7mm高）に加え、スーパースリムモデル（9.5mm高）の販売
が堅調に推移しましたが、ＤＶＤ－Ｒ／ＲＷ／ＲＡＭドライブの市場価格下落の影響、及びＤＶＤ－ＲＯＭドライブの他社参入を受け減収となりました。また、フ
ロッピーディスクドライブが販売終息を迎えたこともあり、ストレージデバイス事業全体では、前期と比較して減収減益となりました。 


















